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自然守るミニ水力や薪ス トーブ

関
西
電
力
が
七
月
二
九
日
に
大
規
模
な
陸
上
風

力
発
電
建
設
を
自
紙
撤
回
し
た
、
宮
城
県
柴
田
郡

川
崎
町
。
こ
の
川
崎
町
に
は
、
「
一
〇
〇
年
後
に

は
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
〇
〇
％
自
給
」
を
掲
げ

て
、
小
水
力
発
電
所
の
建
設
を
進
め
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

「川
崎
町
の
資
源
を
い
か
す
会
」
（
会
員

約
二
〇
〇
人
）
が
あ
る
。

宮
城
・川
崎
町
の
と
り
く
み

住
民
た
ち
で
つ
く
る
川
崎

町
の
資
源
を
い
か
す
会
は
、

二
〇
〇

一
年
に
設
立
さ
れ
、

東
日
本
大
震
災
を

へ
て
、
環

境
に
負
荷
を
か
け
な
い
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
同
会
は
、
こ

れ
ま
で
と
り
く
ん
で
き
た
講

演
会
や
研
究
会
か
ら
、
便
利

で
快
適
な
生
活
を
も
た
ら
し

た
大
量
生
産
、
大
量
消
費
に

は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ

る
こ
と
、
そ
の
よ
う
′な

社
会

シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
行
き

詰
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
学

ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
「
川

崎
町
の
自
然
と
資
源
を
生
か

し
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
な

が
ら
、　
一
〇
〇
年
後
に
私
た

ち
の
子
孫
が

″
食
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を

一
〇
〇
％
自
給
″

し
、
楽
し
く
豊
か
な
暮
ら
し

を
実
現
す
る

こ
と
を
め
ざ

す
」
と
宣
言
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
部
会
を
つ
く

っ
て
活
動
を

進
め
て
い
る
。

そ
の
な
か
の

一
つ
、
「
ミ

水車で挽いた川崎産のそばを提供 している

二
水
力
発
電
の
会
」
は
、
こ

れ
ま
で
町
内
に
二
つ
の
小
水

力
発
電
所
を

つ
く

っ
て
き

た
ｃ川

崎
町
の
最
大
の
自
然
資

源
は
水
だ
と
い
う
。
今
稼
働

し
て
い
る
二
つ
の
小
水
力
発

所
」
（
出
力
八
四
〇
）
ッ
）
を

建
設
し
た
。
こ
の
発
電
所
は

粉
挽
き
水
車
兼
用
で
、
発
電

し
た
電
気
で
街
灯
を
灯
し
、

非
常
用
電
源
に
も
す
る
と
と

も
に
、
併
設
さ
れ
た
粉
挽
小

屋
で
粉
挽
き

（
コ
メ
、

ソ

バ
）
を
お
こ
な
い
、
観
光
客

に
挽
き
た
て

・
打
ち
た
て

・

ゆ
で
た
て
の
ソ
バ
を
提
供
す

る
町
お
こ
し
事
業
に
も
な

っ

て
い
る
。
事
業
費
六
七
〇
万

円
は
町
民
か
ら
の
寄
付
と
県

の
補
助
金
で
ま
か
な

っ
た
と

い
う
。
そ
し
て
こ
の
建
設
事

業
は
、
売
電
で
き
る
よ
り
大

き
な
発
電
所
建
設
に
向
け
て

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と

も
目
的
に
し
て
い
た
。

一

、
多

リ

ー

多

１

′
％
多

―‐

タ

ー‐

′

ミ
ニ
水
力
発
電
の
会
は
現

在
、
砂
防
堰
堤

（
砂
防
ダ

ム
）
の
水
を
利
用
し
て
数
十

ご
ゆ
ッ
の
小
水
力
発
電
所
を
建

設
す
る

（売
電
す
る
た
め
）

事
業
に
向
け
て
調
査
を
開
始

し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の

規
模
で
は
事
業
費
が
少
な
く

と
も
三
〇
〇
〇
万
～
四
〇
〇

〇
万
円
か
か
る
た
め
、
町
か

ら
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
が
不
可

欠
だ
。

再
エ
ネ
ビ
ジ
ネ

ス
に
な
い
循
環

も
う

一
つ
の
部
会
で
あ
る

「
薪
ス
ト
ー
プ
の
会
」
は
、

里
山
の
環
境
保
全
を
目
的
に

広
葉
樹
の
皆
伐
を
お
こ
な

っ

て
い
る
ｃ

日
本
人
は
昔
か
ら
薪
や
炭

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使

っ
て
き
た
が
、
高
度
経
済
成

長
期
か
ら
石
油
な
ど
の
化
石

燃
料
が
中
心
に
な
り
、
山
に

電
は
農
業
用
水
路
を
利
用
し

た
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
川
崎

町
で
は
稲
作
が
盛
ん
で
あ
る

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

二
〇

一
三
年
に
は
同
町
大

字
前
川

・
川
崎
町
森
林
組
合

付
近
の
蟹
沢
用
水
路
に
、
第

一
号
小
水
力
発
電
所
で
あ
る

「
川

崎

町

北

原

発

電

所

」

（
出
力
二
七
〇
）
ッ
）
を
建
設

し
た
。
こ
の
小
水
力
が
発
電

す
る
電
力
で
近
隣
施
設
の
防

犯
灯
を
と
も
し
、
年
末
年
始

に
は
町
の
風
物
詩
と
な
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
点
灯
し

て
い
る
。

二
〇

一
九
年
に
は
そ
の
隣

に
、
第
二
号
小
水
力
発
電
所

粉
挽
き
水
車
兼
用
の
第
二
小
水
力
発
電
所

（宮
城
県
川
崎
町
）
　

　

「
川

崎

町

北

原

第

二
発
電
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